


診断愛媛 第 45 号 
2023 年 秋号 

 

2 
 

と考え、これらの事業活動の情報共有を

していくことで地元の若手人材育成の

支援ができればと考えています。支援を

通じて、中小企業診断士の資格に興味を

持っていただければ、試験に挑戦する人

を増やすことにも繋がると思います。 

■協会の運営について 

 このところコロナ感染者数が増加傾

向で、公的な窓口ではマスクを求められ

る等、未だ治まったとはいえない状況の

ため、研修旅行などの交流機会の復活は

様子を見ながらになりそうです。 

 しかし、企業内診断士の方の協会運営

への積極的な参画を促していく必要性

は感じており、そのため、Web 会議シス

テムを活用したリモート参加について、

スキルアップ研修だけでなく理事会で

も恒常的に実施できるよう体制を整え

て参ります。 

 愛媛県は東予・中予・南予と地理的に

距離があり移動が大変な部分があるた

め、松山近郊在住でないと参加しにくい

という状況は是正していきたいところ

です。11 月に開催する「中小企業診断

士の日」のイベントでは企業内診断士の

方に向けたテーマを予定していますが、

ここでもリモート参加ができるよう準

備を進めています。 

■人材育成への支援 

 中小企業庁が施策で人材活用ガイド

ラインを示しています。人手不足の解消

が目的の１つにありますが、DX が進む

と、人余りの状況も生じると予測してい

ます。人の「量」の確保ではなく「質」

の確保が求められてきており、リカレン

ト教育を含めた人材育成が重要です。単

なる知識を提供するのではなく、実務と

連携する形での本当の意味での「知力」

を持つ人材の育成が求められています。 

愛媛県協会としてもこの方針に沿っ

た中小企業、小規模事業者の支援ができ

るよう個別企業への教育訓練を行うだ

けでなく、国の方針を踏まえた企画を県

や市に提案できる体制作りを目指して

参ります。 

■今後の方針について 

会員数は現在 50 名程でありますが、

今後の運営を考えると、あと 20～30 名

程入会していただける環境を整えてい

く必要があると考えています。そのため

には40代～50代前半の世代の方が前面

に立って様々な活動を推進してもらい、

経験の豊富な世代が後方から支援して

いく形になっていくことが理想です。 

次の世代に引き継いだ後は様々な立

場の人が参画して、やりたい活動ができ

る体制を取ってもらえるよう、残りの任

期はそのための地ならしに注力して参

りますので、引き続きご協力の程よろし

くお願いいたします。 

 

 

 
副会長 多田 稔               

 
去る８月５日・６日の２日間、今年度

の中小企業診断士第１次試験が全国 10

地区で実施されました。報道等で皆さん

もご存じの通り、沖縄の那覇会場は台風

６号の影響で中止（その後再試験が決定）

となりましたが、その他の９地区は予定

通り試験が行われました。今年度から試

験会場に加わった四国地区（初年度は松

山開催）においても、

２日間の試験業務を

無事終えることがで

きました。 

第１次試験を四国

（松山）で実施する

ことが大筋で内定し

た 2022 年４月から、

四国初実施の中小企業診断士第 1 次試験対応を終えて 
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私は愛媛県協会の試験委員長として準

備作業に携わってきました。広島会場へ

の視察、共同対応する香川県協会との調

整、各種会議の準備、実際の試験を想定

したデモンストレーション研修の企画

と実施など、振り返ればこの１年半、業

務の中心に常に試験事業があったよう

に思います。 

試験当日は、愛媛県協会・山本久美会

長をトップの会場責任者とする試験委

員会組織が機能し、大きなトラブルもな

く業務を遂行することができました。と

りわけ、山本聡子事務局長の献身的かつ

綿密な準備と、小玉和史試験副委員長以

下、各担当責任者の努力、そして愛媛県

協会・香川県協会双方の試験委員の機転

と頑張りが、スムーズな運営につながっ

たと感じています。この場を借りて各位

の御協力に感謝するとともに、心より御

礼申し上げます。 

来年度（令和６年度）の試験会場は高

松に移り、以降隔年で松山と高松が四国

地区の試験会場になる予定です。中小企

業診断士を志した時、「なぜ四国に試験

会場がないのだろう？」と感じた人は多

かったと思います。いま、協会にとって

も念願であった「四国で診断士の試験が

受けられる」という体制は整いました。

会員の皆さんにおかれては、ぜひ試験事

業に関心を持っていただき、試験監督・

運営業務担当者として試験事業にご参

加いただければと思います。 

 受験者にとって、試験業務に携わる中

小企業診断士は自分より先に難関を突

破した「憧れの存在」です。そんな羨望

のまなざしを受けながら業務対応する

のは、意外と気分がいいものですよ。 

 
 

 

 
大阪府協会 田原 勇也               

 
私は大阪府中小企業診断協会 事務局

にて試験運営に携わっていたという経

歴から、本部よりご依頼を受け、「令和

５年度 中小企業診断士 第１次試験」に

おいて、四国地区のアドバイザーとして

当試験に関与させていただきました。 
釈迦に説法となってしまいますが、中

小企業診断士という資格は「人生を変え

る資格」であると認識されており、受験

者の中には文字通り人生をかけて試験

に挑む方がいらっしゃいます。本気で試

験に挑む方々が、公平に安心して受験し、

持てる力を余すことなく出し切れる環

境を整えることが、運営側の責務となり

ます。 
試験は２日間ですが、絶対にミスが許

されないという重責の中、愛媛県協会な

らびに香川県協会の皆様は、１年前から

入念に準備を進めておられました。 

その結果、この度の

四国地区での試験

は、初開催とは思え

ないほどの完成度に

至り、大成功を収め

られました。これは、

試験に携わった皆様

の献身的な取組みが

実を結んだ証であると断言できます。 
アドバイスを行う立場でありながら、

中小企業診断士が試験運営に取り組む

姿勢や意義について、改めて学ばせてい

ただく機会となり、皆様と事業に取り組

めたことに感謝している次第です。 
次年度以降も四国地区での試験実施が

成功を収め、診断士の地位および認知度

の向上に寄与し、四国地区の更なる経済

発展に繋がることを祈念しております。 

試験対応アドバイザーとしての所感 
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理事 白石 秀一 

 
６月 16 日に開催された第 12 回定時

総会におきまして、理事に就任しました

白石秀一です。経験の浅い私に職責が果

たせるかどうか不安ですが、愛媛県中小

企業診断士協会の発展のために、企業内

診断士として出来ることを精一杯務め

させていただきますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

私は、地方公務員として 30 年以上に

わたり勤務をしており、今年４月からは、

地域経済の活性化や観光振興などの分

野に携わっています。毎日、若手職員と

ともにどう雇用を生み出すか、観光客を

誘致するかなどについて、診断士として

の知識も活かして取り組んでいます。 

さて、今年５月から新型コロナが５類

に引き下げられ、人の動きも活発になり

経済に明るい兆しが見えてきた一方で、

物価高騰や人手不足など中小企業・小規

模事業者を取り巻く環境は、引き続き厳

しい状況にあります。

このような時期に、

「松山しごと創造セ

ンター」の相談員とし

て聞いた現場の声な

どを、行政の施策に反

映できる可能性のあ

る部署に、私が配属に

なったのも何かの縁だと思っています。

中小企業の経営課題解決に向けより良

い施策を立案していきたいと考えてい

ますので、現場の生の声を、是非、お聞

かせいただければと思います。 

今後も様々な協会事業に積極的に取

組み経験を積み重ねていくとともに、理

事の一人として協会の令和５年度事業

計画の達成に向け、微力ながら尽くして

いきたいと思いますので、会員の皆様に

も協会運営にご協力のほど、何卒よろし

くお願いいたします。

 
理事 髙野 祐介 

 
令和５年６月より、理事に就任しまし

た髙野祐介と申します。愛媛県中小企業

診断士協会の発展のため微力ながら貢

献できればと思っています。どうぞ宜し

くお願い申し上げます。 

私は日本食研ホールディングス㈱に

勤める企業内診断士です。中小企業診断

士資格の登録は平成 26 年であり、資格

取得から 10 年目となりました。資格取

得後は勤務先で診断士の知識を活かし

ていましたが、もっと直接的に資格を活

かしたいと考え、現在は各支援機関の事

業にも参加させていただいています。公

的な支援業務は平日昼間の対応が必須

であり、日程調整が難しかったり、担当

件数を思うように増やせなかったりと

いった事情はありますが、制約の中で最

大のパフォーマン

スを発揮できるよ

う心掛けています。 

企業内診断士が

経験を積み、実力を

高めるには、独自の

試行錯誤も必要で

すが、先輩診断士と

一緒に業務に当た

る中で学びを得る事が非常に重要です。

今年度から企業の事業性及び企業価値

の分析（事業デューデリジェンス）を独

立診断士と企業内診断士がペアで実施

する取組みがスタートしました。こうし

た事業に積極的に参画して、諸先輩方か

らのご指導を頂戴しながら自己研鑽に

励みたいと思います。 

新任役員の所信表明 
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また、私は広報委員会にも所属してお

り、協会の活動を広く情報発信すると共

に、他の企業内診断士の皆さんにとって

有益な情報の共有、環境作りのお手伝い

をしたいと考えています。どうぞ宜しく

お願い申し上げます。

 
監事 加地 孝則 

 
６月 16 日付けで監事に就任しました

四国中央市出身の企業内診断士です。松

山市朝生田町に住んでいます。当協会に

入会して６年目です。これまで当協会の

スキルアップ研修やさまざまな活動に

参加しながら、みなさまから学びや刺激

を得てきました。これからも当協会での

活動や運営に積極的に参加していきま

す。私のどの経験やスキルが更に地域の

中小企業のお役に立つことができるの

か、今は明確にはわかりませんが、いつ

でも私にはそれができるのは自然なこ

とであり、寄り添う支援ができると気づ

いています。変化する社会環境の中で、

対話を通じて、地域の中小企業へ少しで

もお役立ちができるように相互支援の

輪を広げていきます。中小企業診断士の

集団である当協会のすばらしい未来へ

もつながっていくことを感じながら。 

さあ、何を今日、

楽しみますか？そ

してその結果をお

楽しみに。今後とも

よろしくお願いい

たします。 

 

■経歴 

昭和 43 年４月生まれ、昭和 63 年に県

立三島高校普通科卒、平成３年に国学院

大学経済学部卒後、大成建設㈱入社（営

業管理、経理、工事現場の事務担当、開

発など経て、今は松山営業所長として建

築営業を担当しています。 

 

■好きな感覚 

いつも前向きでパワフル、やさしさと

思いやりがある、ユーモアがあって面白

い 

 
 

濵田 悠介 
 
 愛媛県が推進する食品ロス削減事業

について、今年度は昨年度の取組みを広

く県内の食品に関わる事業者に知って

いただくための啓発事業を実施するこ

とになりました。多くの事業者に参加い

ただき事例から得られる知見を活用し

ていただきたいと思いますので、周知に

ご協力いただければ幸いです。 

 今回、私は業務計画書の作成、広報の

ためのチラシ制作、アンケートのとりま

とめや報告書作成といった役割を担っ

ています。 

 また、多田副会長と共に企画提案書の

作成、愛媛県へのプ

レゼンなど企画提案

段階から関わるチャ

ンスをいただきまし

た。プレゼンの際は

持ち時間に比べて準

備した資料の説明が

駆け足になってしま

い、残り時間を多田副会長にフォローし

てもらったなど反省点もあるのですが、

貴重な経験になったと感じています。 

 自治体や連携機関へ企画提案できる

人材の育成が今後の協会運営のキーと

令和５年度事業系食品ロス削減啓発事業 
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なると、会長からも方針として示されて

いる通り、私のような企業内診断士でも

企画提案に関わるチャンスは増えてく

ると思いますし、経験を経て「増やして

いく側」になっていければとも思います。 

 

申込案内を記載したチ

ラシは愛媛県のサイトか

らダウンロードできま

す。 

 

会場 日程 

東予会場 

新居浜商工会館 3階 

11 月 7 日（火） 

中予会場 

テクノプラザ愛媛 2

階一般会議室 

12 月 7 日（木） 

南予会場 

愛媛県漁協宇和島事

業部漁業研修センタ

ー2階 

10 月 3 日（火） 

 

 
 

 
髙野 祐介 

 
令和５年６月 12 日（月）、愛媛県立今

治北高等学校の商業科３年生（２クラス

76 名）に対して、中小企業診断士資格

の紹介を行いました。 
同校では、生徒が自らのキャリアプラ

ンを考えるために、外部講師として企業

担当者や専門家を招き、職業の内容や魅

力を伝える「キャリアデザイン」の授業

が行われています。 
今回は、一部の生徒が中小企業診断士

に興味を持っていたことから、愛媛県中

小企業診断士協会に講師派遣の依頼が

ありました。 
当日は、中小企業診断士の仕事内容、

試験内容の他、愛媛大学での特別講義実

施内容などについて説明を行いました。

会場となった同校の図書館では、７限目

（15:40～16:30）という遅い時間帯にも

関わらず、多くの生徒から「仕事のやり

がい」や「試験勉強の苦労」などについ

て積極的に質問が寄せられました。 

進路指導の担当教諭からは、今回受講

した生徒の多くは大学に進学し、経営学

部や商学部などビジネス系の専門分野

へ進むことから、中小企業診断士資格の

紹介は生徒達にとって大きなプラスに

なったと感謝の言葉を頂戴しました。 
今後、愛媛県協会では他の県内高等学

校への講師派遣も計画しており、中小企

業診断士の魅力を広く発信していく予

定です。

 
  

 広報活動報告：今治北高等学校 

 






